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鮎川保育園三者協議会（第 10 回）会議録 

 

 

１ 日 時 

  平成 27 年３月 28 日（土） 午後２時 00 分～午後３時 50 分 

 

２ 場 所 

  鮎川保育園 

 

３ 出席者 

鮎川保育園保護者 25 人 

 山善福祉会 山本理事長 他３人 

保育幼稚園課 中井課長 小西参事 北川副主幹 

  

４ 案 件 

 (1) 保護者アンケートの結果について 

 (2) 新制度の施行に伴う保育時間と延長保育の考え方について 

 (3) その他 

・今後の三者協議会のあり方について 

 

５ 発言要旨 

 

（ 市 ） それでは済みません、改めまして、皆様、こんにちは。 

      本日、公私お忙しい中、三者協議のほうにお集まりいただきまし

てありがとうございます。 

      早速ではございますけれども、これより第 10 回の鮎川保育園の三

者協議会を開催させていただきたいと思います。 

      それでは、これより議事進行につきましては三者協議会の議長で

あります中井保育幼稚園課長のほうにお願いしたいと思います。 

（ 市 ） 皆さん、こんにちは。 

      それでは、早速始めさせていただきたい思いますけれども、その

前に、先般、ちょっと市役所のほうに人事異動に伴う内辞がござい

まして、それをまずご報告させていただきたいと思います。 

      これまで民営化を担当させていただいておりました小西のほうで
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すけれども、このたび転出のほうが決まりまして４月１日より政策

企画課のほうに転出ということになりました。それから保育係長で

あります吉田のほうですけれども、同じく４月１日から転出で商工

労政課のほうに転出ということになっております。それから施設整

備のほうの関係をしておりました前田ですけれども、こちらのほう

も水道総務課のほうに転出ということになりました。 

      後任に民営化の担当としましては、瀧川という職員がこちらに来

ます。保育係長としては大石、それから管理係長として岸本という

職員が４月から来ますので、また今後ともよろしくお願いしたいと

いうふうに思います。 

      それではちょっと一言、ご挨拶のほうをさせていただきたいと思

います。 

（ 市 ） 済みません、本当に。これまで保護者の皆様を初め、法人の皆様

にはご理解とご協力をいただきまして、また温かいご支援をいただ

きまして本当にありがとうございます。心よりお礼申し上げたいと

思います。ありがとうございました。 

      後任の瀧川の民営化担当参事ということで、後任には瀧川という

ものがまた民営化を進めていくという形にはなるのですけども、し

っかりとこれまでの経験をしっかり引き継いで、何かありましたら

僕のメールアドレスというのは変わりませんので、先ほど役員の方

にもお伝えはさせていただいたのですけども、しっかりと補うとい

うかパイプ役というような形でも今後はさせていただければなとい

うふうに思いますので、僕が表に立ってなかなかそういう民営化の

ことに対してお答えするというのはなかなかできないですけれども、

これまでの経験上でお答えできることでありますとか、保育幼稚園

課に伝えることなんかについてはしっかりと連携してまいりたいと

いうふうに思っておりますのでよろしくお願いします。 

      以上です。ありがとうございます。 

（ 市 ） それでは、会議次第に従いまして進めさせていただきたいと思い

ます。 

      それでは、案件の１つ目の「保護者アンケートの結果について」

ということで、皆様のお手元にお配りをしております。こちらにつ

きまして担当のほうからご報告させていただきたいと思います。 

（ 市 ） それでは、昨年 12 月８日から本年の１月９日までに実施いたしま

した市立保育所の民営化後における保護者アンケートの結果につい

てその概要をご説明させていただきます。 
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      それではまず１ページをごらんください。調査の目的といたしま

して、このたびのアンケート調査につきましては、これまでの民営

化の説明会などにおいて保護者の方から民営化後１年以内にアンケ

ートの実施を要望していただいていたこと、また、移管後の保育内

容等に関してご意見をいただき意向の把握等、事業評価の参考にす

ることを目的に実施した、ということを記載しております。 

      次に、調査の方法、２番です、調査の方法といたしまして、「①

調査対象」でございますけれども、27 年１月１日現在、鮎川保育園

と保育園下穂積キッズに在園する児童の全ての保護者の方を対象と

しております。「②対象世帯」でございますけれども、鮎川保育園

は 105 世帯でございます。 

      次に、（２）回答状況でございますけれども、鮎川保育園では 42

世帯から回答をいただいておりまして、回収率といたしましては

40％でございます。なお、保育園下穂積キッズにおきましても回収

率は同様に 40％となっております。 

      ２ページからが調査結果になっておりまして、鮎川保育園では 42

世帯のうち民営化以前からの在園世帯が 69％、29 世帯。民営化以後

から在園することになった世帯が 31％、13 世帯という状況でござい

ます。 

      それでは４ページをごらんください。 

      今回実施させていただきましたアンケート調査では、大きく６項

目、26 個の設問に対して満足度をお聞きするとともに、各項目に関

してご自由にご意見をいただいています。また、各項目において民

営化以前からの在園世帯と民営化以後に入園することになった世帯

それぞれに満足度を把握するとともに、全ての世帯を合算して全体

としての満足度をグラフとしてあらわしております。 

      それから、ご自由にいただいたご意見については、特に個人が特

定できるものや意見の趣旨を損なわない範囲で省略させていただい

ているものもございますけれども、基本的にはいただいたご意見を

そのまま記載させていただいております。 

      それでは、結果についてご報告させていただきますが、少し時間

の関係もございますので特徴のある項目についてご説明をさせてい

ただきたいというふうに考えております。 

      まず、大きな１項目めといたしましては、保護者との連携につい

てでございます。報告書では４ページから 23 ページの上段まで。６

つの設問に対して、移管前から在園している世帯と移管後に在園さ
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れることになった世帯、それから移管前、移管後の全ての世帯を合

わせたグラフを作成し、それぞれ満足度の結果を記述しております。

この６つの項目では満足、やや満足、普通と回答をされた方の比率

を見ますと、全ての項目におきまして移管後のほうがよいという結

果になっております。 

      18 ページの保護者会への協力、全体のグラフをごらんください。

18 ページの下にあるグラフです。移管前、移管後において、満足、

やや満足、普通と回答された方の比率を見ますと、移管前といたし

まして満足 7.2％、やや満足 7.1％、普通 23.8％、合計 38.1％が最

少となっております。 

      また最大といたしましては、少しお戻りいただいて 9 ページの「悩

みなどの相談」、全体のグラフをごらんください。移管後でござい

ますけれども、満足 33.3％、やや満足 31.0％、普通 30.9％、合計

95.2％という結果になっておりまして、これらの方はそれほど大き

な不満はないということが考察できるというふうに考えております。

なお、同じく移管前、移管後において、不満、やや不満であると回

答された方の比率を見ますと、もう一度 18 ページの保護者会への協

力、全体のグラフをごらんください。移管後のほうでございますが、

やや不満、不満ともにゼロ％でございまして、これが最少となって

おります。この項目におきましては、回答をいただいた全ての保護

者の方がそれほど大きな不満は有していないということが考察でき

ます。また、最大といたしましては、同じく 18 ページの保護者会へ

の協力の全体のグラフの移管前でございます。不満、やや不満とも

に 14.3％、合計 28.6％という結果になっております。保護者会への

協力としての主なご意見といたしましては、「移管前は少しノータ

ッチ的な様子であったが、移管後はいろいろと協力をしてくれたよ

うに思う」や「以前はほとんどかかわりがなかったので、現在は仕

事外で協力していただいているのがわかり満足です」などのご意見

をいただいております。そこにも記載しておりますが、これらのご

意見につきましては法人さんと市がともに共有しまして今後の保育

所運営の参考とさせていただき、保護者の皆様の満足が高まるよう

に努めてまいりたいというふうに考えております。 

      次に大きな２項目といたしまして、保育内容についてでございま

す。報告書では 23 ページの中段から 44 ページまでの７つの設問に

対してそれぞれ満足度の結果を記述しております。この７つの項目

では満足、やや満足、普通と回答された方の比率を見ますと、全て
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の項目において移管後のほうがよいという結果になっております。 

      37 ページの子どもへの接し方、全体のグラフをごらんください。

移管前、移管後において、満足、やや満足、普通と回答された方の

比率を見ますと、移管前といたしまして満足 31％、やや満足 7.1％、

普通 19％の合計 57.1％が最少となっております。また最大といたし

ましては、同じ子どもへの接し方の移管後でございますけれども、

満足 45.2％、やや満足 31％、普通 19％、合計 95.2％という結果に

なっており、これらの方はそれほど大きな不満はないということが

考察できます。 

      さらに、移管前、移管後において、不満、やや不満であると回答

された方の比率を見ますと、28 ページの遊び（造形・リズム・運動）

の全体というふうに書かれているグラフをごらんください。移管前

でございますけれども、やや不満、不満ともにゼロ％でございまし

て、これが最少となっております。この項目におきましては、回答

をいただいた全ての保護者の方がそれほど大きな不満は有していな

いということが考察できます。また、最大といたしましては、もう

一度 37 ページの子どもの接し方、全体のグラフをごらんください。

移管前でございますけれども、やや不満が 7.1％、不満が 4.8％、合

計 11.9％という結果になっております。この子どもの接し方への主

なご意見といたしましては「朝の外遊びも、先生同士で話している

場面がほとんど毎日でしたが、今はちゃんと子どもと接してくれて

いると感じます」などのご意見をいただいております。 

      障がい者保育のところなのですけれども、40 ページのグラフをご

らんください。不明と回答していただいた方が多数でございまして、

障がい児保育の状況、加配の状況などを把握されている方のみに特

化した結果になっているものと考えられますので、比較する対象か

らは少し除いております。41 ページの「障がい児保育に対する意見」

では、７番の意見を除き、「よくわかりません」というご意見が多

いというのが特徴でございます。 

      次に 45 ページの「３ 保健関係について」でございます。報告書

では 45 ページから 59 ページの下段までの５つの設問に対してそれ

ぞれ満足度の結果を記述しております。この５つの項目では、満足、

やや満足、普通と回答された方の比率を見ますと、全ての項目にお

いて移管後のほうがよいという結果になっております。58 ページの

病気やけがのときの対応、処置や日々の与薬、保護者への連絡、と

いう全体のグラフをごらんください。移管前、移管後において、満
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足、やや満足、普通と回答された方の比率を見ますと、移管前とい

たしまして満足 23.8％、やや満足 9.5％、普通 26.2％、合計 59.5％

が最少となっております。 

      また最大といたしましては、少し戻っていただきまいて 46 ページ

の健康診断の実施状況（全体）のグラフをごらんください。移管後

でございますけれども、満足 40.5％、やや満足 21.4％、普通 35.7％、

合計 97.6％という結果になっておりまして、これらの方はそれほど

大きな不満はないということが考察できます。一方、移管前、移管

後において、不満、やや不満であると回答された方の比率を見ます

と、同じページの健康診断の実施状況の全体、また 49 ページの健康

指導、体の話など、全体のグラフでございますけれども、移管後と

いたしまして、やや不満、不満ともにゼロ％。また５２ページの衛

生管理、手洗い用石けんの常備などでは、移管前、移管後ともにや

や不満、不満がゼロ％。さらに 55 ページのアレルギー児への対応、

給食与薬など、全体のグラフでは、移管前といたしまして、やや不

満、不満ともにゼロ％でございまして、これが最少となっておりま

す。この項目におきましては、回答をいただいた全ての保護者の方

がそれほど大きな不満は有していないということが考察できるとい

うふうに考えております。また、最大といたしましては、58 ページ

の病気やけがのときの対応、全体のグラフをごらんください。移管

後でございますけれども、やや不満が 9.5％、不満がゼロ％、合計

9.5％という結果になっています。病気やけがのときの対応の主なご

意見といたしましては、「けがの連絡など、先生同士の連携ができ

ていないときも」というご意見や、「先生から連絡がなかった」と

いうご意見がある一方で、「お迎え時になくてもその日のうちに電

話で連絡をくださるので安心しています」などのご意見もいただい

ております。なお、55 ページのアレルギー児への対応のグラフにつ

いては、障がい児と同様に不明と回答をいただいた方が多く、アレ

ルギー児への対応が必要な方のみに特化した結果になっているとい

うふうに考えられます。 

      次に 59 ページの下の「４ 給食についてで」ございます。この大

きな項目には２つの設問がございまして、給食の内容、献立の項目

内容、いずれも移管後がよいという結果になっております。61 ペー

ジの給食内容全体のグラフをごらんください。移管前、移管後にお

いて、満足、やや満足、普通と回答された方の比率を見ますと、移

管前といたしまして、満足 28.6％、やや満足 16.7％、普通 19％、の
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合計 64.3％が最少となっております。 

      また最大といたしましては、64 ページの献立表の項目内容（わか

りやすさ）全体のグラフをごらんください。移管後でございますが、

満足 40.5％、やや満足 23.8％、普通 26.2％、合計 90.5％という結

果になっておりまして、これらの方はそれほど大きな不満はないと

いうことが考察できます。一方、移管前、移管後において、不満、

やや不満であると回答された方の比率を見ますと、少し戻っていた

だきまして給食の内容全体のグラフをごらんください。移管後とい

たしまして、やや不満 9.5％、不満 7.1％という結果になっておりま

す。その主なご意見といたしまいては、「土曜日も平日と同様にし

てもらいたい」というご意見や、「少し足りない気がします」とい

うご意見がある一方で、「お米の七分つきや、手づくりおやつで満

足」というご意見もいただいています。なお、やや不満、不満が最

少となっているのは、移管前の献立内容の献立表の項目内容がゼ

ロ％という結果になっております。 

      次に 65 ページの「５ 保育環境について」でございます。報告書

では 65 ページから 74 ページの中段までの３つの設問に対してそれ

ぞれ満足度の結果を記述しております。この３つの項目では、満足、

やや満足、普通と回答をされた方の比率を見ますと、全ての項目に

おいて移管後がよいという結果になっております。 

      73 ページの施設・環境（園舎・園庭・おもちゃなど）全体のグラ

フをごらんください。移管前において、満足、やや満足、普通と回

答された方の比率を見ますと、満足、やや満足ともに 11.9％、普通

31％の合計 54.8％が最少となっております。 

      また最大といたしましては、少し戻っていただきまして 67 ページ

の遊具や砂場などの安全・衛生管理全体のグラフをごらんください。

移管後でございますが、満足 54.8％、やや満足 11.9％、普通 21.4％、

合計 88.1％という結果になっており、これらの方はそれほど大きな

不満はないということが考察できるというふうに考えています。一

方、不満、やや不満であると回答された方の比率を見ますと、同じ

ページの遊具や砂場などの安全・衛生管理全体の移管後でございま

すが、やや不満 4.8％、不満ゼロ％、合計 4.8％が最少となっており

ます。また、最大といたしましては、73 ページの施設・環境（園舎・

園庭・おもちゃ）の全体のグラフのをごらんください。移管後でご

ざいますけれども、やや不満が 11.9％、不満が 2.4％、合計 14.3％

という結果になっております。その主なご意見といたしまいては「園
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舎の老朽化や綿ぼこりがある」というご意見がある一方で、「楽し

い遊具なども用意してもらえて子どもたちはうれしそう」というご

意見もいただいております。 

      次に、同じページの「６ 年間行事について」でございます。報

告書では 74 ページの下段から 84 ページまでの３つの設問に対して

それぞれ満足度の結果を記述しています。この３つの項目では満足、

やや満足、普通と回答された方の比率を見ますと、全ての項目にお

いて移管後のほうがよいという結果になっております。76 ページの

参観・懇談全体のグラフをごらんください。移管前におきまして、

満足、やや満足、普通と回答された方の比率を見ますと、満足が

21.4％、やや満足が 9.5％、普通が 26.2％、合計 57.1％が最少とな

っております。 

      なお、82 ページの園外保育（遠足）全体のグラフにおいても、満

足、やや満足、普通の内訳は違いますけれども、移管前において合

計 57.1％となっております。 

      また最大といたしましては、79 ページの誕生会・運動会など（全

体）のグラフをごらんください。移管後でございますけれども、満

足が 42.9％、やや満足が 23.8％、普通が 23.8％、合計 90.5％とな

っておりまして、これらの方はそれほど大きな不満はないというこ

とが考察できます。一方、不満、やや不満であると回答された方の

比率を見ますと、同じページの誕生会・運動会など（全体）の移管

前、移管後ともにや不満 2.4％、不満ゼロ％、合計 2.4％が最少とな

っております。また、最大といたしましては、少し戻っていただき

まして 76 ページの参観・懇談全体のグラフをごらんください。移管

前でございますが、やや不満が 2.4％、不満が 7.2％、合計 9.6％と

いう結果になっております。その主なご意見といたしまいては「開

催が多過ぎる」という意見や「マイナス面ばかりを言ってくること

が本当に嫌だった」というご意見がある一方で、「公立は親の参加

型で楽しかった」というご意見もいただいております。 

      ここまでが大きい６つの項目、26 の設問に対するアンケート結果

の概要でございます。 

      次に 85 ページ、大きな項目の「７ 児童と保護者について」でご

ざいます。まず、子どもの通園の様子といたしまして、「お子さん

は喜んで通園していますか」という設問では、民営化の以前から在

園している世帯、民営化の以後から在園することになった世帯とも

に「はい」「どちらかといえばはい」と回をされた方が 100％でござ
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いましておおむね喜んで通園しているという結果になっております。 

      次に 86 ページの保護者の安心感でございます。「保護者自身が安

心してお子さんを預けていますか」という設問では、「はい」、「ど

ちらかといえばはい」という回答をされた方が民営化以前から在園

する世帯では 100％、民営化以後に在園することとなった世帯では

84.6％、全体として見ますと 95.2％という結果になっております。

また、「どちらかといえばいいえ」「いいえ」と回答をされた方が、

民営化以前から在園する世帯ではゼロ％、民営化以後に在園するこ

とになった世帯では 15.4％、全体として見ますと 4.8％という結果

になっております。 

      次に 87 ページでございます。大きな項目「８ 民営化の進め方に

ついて」。保護者の皆様からはご自由にご意見をいただいています

が、最後にここは一括してご報告をさせていただきたいと思います。 

      それでは 93 ページをごらんください。保護者アンケートのまとめ

といたしまして、全ての項目を総括して全体的な保護者の満足度を

あらわしております。全世帯をあらわしたのが 94 ページでございま

して、全ての項目をまとめて満足度を見ましても、移管後のほうが

よいという結果になっております。また、満足、やや満足、普通と

回答された方の比率を見ますと、移管前では満足が 22.4％、やや満

足が 11.5％、普通が 24.7％、合計 58.6％という結果になっておりま

す。また移管後では満足が 32.5％、やや満足が 21％、普通が 36.1％、

合計 83.6％という結果になっております。これらの方はそれほど大

きな不満はないということが考察できるというふうに考えておりま

す。一方、同じく移管前、移管後において不満、やや不満であると

回答された方の比率を見ますと移管前では合計で 5.7％、移管後では

合計で 5.5％という結果になっております。 

      それでは最後に 87 ページに戻っていただきまして、「８ 民営化

の進め方」及び 90 ページからの「９ その他、民営化について」も

ございます。これらの項目につきましては、保護者の皆様からいた

だいたご意見やご提案に対して、市から回答・考え方を記述してお

ります。ご意見には賛否両論ございますけれども、保護者の皆様や

子どもたちには少なからず環境の変化やご不安があったものという

ふうに認識しております。これら保護者の皆様からいただいたご意

見を踏まえまして、今後とも適切な対応に努めてまいりたいという

ふうに考えておりますのでご理解、ご協力をお願いいたします。 

      最後になりますけれども、このたびに民営化を進める上で保護者
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の皆様や移管先法人である山善福祉会の皆様にはご理解、ご協力を

いただきましてまことにありがとうございます。今後とも三者が連

携・協力して取り組んでいけるよう保育内容の継続性に配慮しなが

ら、その充実にも取り組んでまいりたいというふうに考えておりま

すので、引き続きご理解、ご協力いただきますようお願い申し上げ

ます。 

      以上でアンケートの調査結果の報告とさせていただきたいと思い

ます。 

      アンケートには本当にご協力いただきましてまことにありがとう

ございました。 

（ 市 ） ただいまアンケートの結果について報告がありました。大変、設

問も多岐にわたっておりますし、グラフ等もいっぱい入っておりま

す。いま一度に見られて質問等が出てこないかもしれません。今、

説明をお伺いになって何かご質問、こういうところはどうなのだと

いうところがありましたら、この機会にお伺いさせていただきたい

と思いますがいかがでしょうか。 

（保護者） これを読んで、山善の先生方は何か変えようとか、ここはちょっ

と直そうとか、ここはこのままいこうとか、協議をされたところと

かはあるのですか。 

（法 人） 読ませていただいて、改善できる部分は改善していきたいなと考

えてます。給食の献立の見直しであったりだとか、より充実した給

食の提供ができないかを検討しております。あとはよい点を挙げて

いただいた点もたくさんありますので、そこは私たちやってきたこ

とのご理解をいただけた部分かなというふうに認識するとともに、

それがより充実されるような保育を今後も進めていきたいなと考え

ております。 

（ 市 ） そのほかに何かございませんでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      そうしたら先に一旦進めさせていただきます。次に２つ目の案件

でございます。新制度の施行に伴う保育時間と延長保育の考え方に

つきまして、担当のほうからご説明をさせていただきます。 

（ 市 ） はい。済みません、１枚、延長保育の考え方ということで、この

ような用紙をお配りさせていただいております。上の部分がこれま

での公立保育所におけます延長保育ということになります。これま

では開所時間が７時から７時ということでその前後、朝・晩ですね、

前後 30 分が延長保育という考え方でございました。 
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      下に書いているグラフにつきましなのですけれども、これが新制

度における延長保育の考え方でございまして、新制度では保育短時

間認定という区分と、保育標準時間認定という区分の２つに区分さ

れることになります。では保育短時間認定は何かといいますと、保

育の時間が８時間、保護者の方の就労状況に応じまして短時間認定

ということになりましたら、最大８時間が利用可能なのですけれど

も、ただそれは最大であって、あくまでも就労状況に応じて８時間

の間にお迎えを、送迎をしていただくというのが８時間でございま

す。同じく保育標準時間につきまいては 11 時間という保育時間が最

大でございまして、これもその保護者の皆様の就労状況に応じてお

迎えに来ていただくというのが基本になっております。必ず11時間、

８時間が利用できるというようなものではございませんのでご理解

をお願いいたします。 

      法律上ですけれども、新制度になりますと、その短時間ですと８

時間、標準時間ですと 11 時間、それ以外の部分については延長保育

というふうに定められています。ですので、その短時間でいきます

と、例えばその保育時間、これは公立の部分なのですけれども、８

時半から４時半までを８時間の短時間の保育時間として定めていま

す。ここは各施設においてそれぞれ設定することが可能というふう

になっています。だから法律上、各施設においてその保育時間をそ

の範囲内で定めていただくというのが原則、基本になります。 

      そうなりますと、例えば今ですと、８時半から４時半までが短時

間の保育時間ですから、それ以外の７時から７時までの開所以外の

部分、その８時間以外の部分については延長保育という形になりま

す。公立保育所では１年間、軽減措置を設ける予定でございまして、

ここは法律上、法人さんが延長保育を徴収していただくということ

が可能になってきます。ただ、公立保育所で１年間の経過措置を設

けるに当たって、少し法人さんのほうに同じような形で対応してい

ただけないかということでご相談をさせていただきました。それと

法人さんのほうからは快くご快諾いただきまして、同じような形で

１年間は、この部分については延長保育をいただかないで今までの

運用でしていただけるというような回答をいただいておりますので、

そのご報告をさせていただきます。 

      ただ、標準時間についても同じように、例えば開所時間の中の間

で 11 時間というのが振り分けすることが可能です。今ですと、前を

なくして後ろ１時間という形でさせていただいて、少しこれまでの
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経緯もありますから後ろの30分だけを延長保育料としてさせていた

だいておりますけれども、法律上は後ろの、例えばそれが７時から

６時までということになりますと、６時から延長保育の徴収が可能

だというふうに法律上はなっておりますので、その辺のご理解をい

ただいて、それをすぐに変えるということではないのですけれども、

１年後にもしかするとそういう皆様とご相談をさせていただきなが

ら、そういう変更もあり得るということはご承知おきをしていただ

きたいなというふうに考えておりますのでよろしくお願いします。 

      説明としては以上でございます。 

（ 市 ） ただいま、新制度の施行に伴う保育時間と延長保育の考え方につ

いてご説明させていただきました。これにつきまして、何かご質問

等はございませんでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

（保護者） 今、いただいているのが公立保育所におけるというふうに書いて

ありますけれども、こちらの園での新制度における基本保育時間も

８時半から４時半と、７時半から６時半という設定になるのか、時

間をずらすとか、何か決まっているものはありますか。 

（法 人） 短時間認定の基本時間は９時から５時と次年度させていただきま

す。標準時間認定は７時から 18 時となっております。 

（ 市 ） ほかに何かございませんでしょうか。 

      よろしいでしょうか。 

      では、先に一旦進めさせていただきます。それでは最後の案件、

その他といたしまして今後の三者協議会のあり方についてでござい

ます。これは保護者会のほうからの案件であるというふうにお伺い

しておりますので、ご報告、ご提案、何かございましたらお願いし

たいのですが。 

（保護者） いいですか、進行させてもらって。 

（ 市 ） その前に、ちょっと待ってください。 

（保護者） ちょっと前に、保護者会ニュースということで、次年度、三者協

議を本当に実施するのか、今後どうしていくかというふうなアンケ

ートをとらせていただいたのですけれども、アンケート、何かあり

ましたら返してくださいねということでちょっと期間は短かったで

すけども２週間ほど設置をしました。１枚だけしか回収がなくて、

その方も市の方がいらっしゃる前で言うのも何なのですけども、市

の方が来ていただいたところで結局法人と保護者会の話し合いで、

そこで解決していく話ばかりだったので、特に司会進行というのも
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わざわざ来ていただく必要はないのではないかみたいな意見と、た

だ、１つ不安としましては、市役所の方がすごくきれいな議事録を

つくってくれていますので、それに関してがなくなるのが不安かな

というふうなご意見だけいただいていました。 

      今、私、この年度で書記をしていたので保護者会ニュースを出し

たのですけれども、27 年度の４月からは民営化対策委員長というこ

とで、民営化対策で三者協議をどうしていこうかなという話も考え

ていかないといけないかなと思っておりまして、ちょっとこの場を

おかりして三者協議が確実に絶対設置をする必要があるのかないの

かというふうなお話というのをさせていただけたらなと思いまして

この案件を会長にお願いして出してもらいました。 

      問題が起きたときに市の方に来ていただくのか、それとも法人、

園と保護者会というのでしっかりと話し合って解決できるのであれ

ばその方向でしていったほうがいいのではないかなというふうに、

１枚だけの意見と私の意見が合ったのでそういうふうになっていく

方向でいいのではないかなと思っています。 

      ちょっと、ただ、当事者で話し合ったときにどうにもならないこ

とというのはやはりありますし、この５年間は、去年からのこの５

年間というのは民営化、移行の期間ですよというふうなことになっ

ているので、市の方が、もう、じゃあ私たちは知りませんというふ

うに手を引かれてしまうのも保護者としては怖いところもあります

ので、小西さんには今、名刺もいただきましたし、あの新しい方に

もちょっとアドレスというのも聞かせてもらって、本当ににっちも

さっちもいかないことがあったりということでしたら、ちょっと仲

裁役として来ていただくというので三者協議というのがもしかした

ら行われるかもしれないのですけれども、基本的にそういうことが

ない限り、何かあったら二者で話し合って歩み寄れるところは歩み

寄って、無理なところはお互いの意見を言い合って、というふうな

ことで考えているのですけれども、何か反対意見とか、それでいい

のではないかとか、いう意見がありましたらこの場で話をしてもら

っても次年度どうしていこうかというのをここで決めていただけた

らなと思っているのですけれども。 

      何かご意見なんかが。今年、民営化委員さんとかで三者協議に出

られてとかで、何かご意見があればいただきたいなと思っています。

特にないのであれば、もう、ちょっと二者協議の方向で進めていく

ことになると思うのですけれども。 
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（保護者） 今年、させてもらっていたのですけど、ちょっと余り市に入って

もらってということよりも、話をしたことはすごく多かったなと思

うのですけど、５年間、役員もかわりながら引き継いでいくという

あたりでは１年に２、３回、ポイントでこの日は三者協議の日を設

けますというふうに１年で年間計画として出してしまって、確実に

その日はもう市の方に必ず都合をつけていただく、それで保護者も

役員の人はその年に３回は必ずそこまでの方向性を理解するという

ふうに、何かあればというのですぐに行きますとはさっきおっしゃ

っていたのですけど、もう、初めから日を設定していても、また３

年目にもう一度同じように話し合ってもいいのかなというところも

あって、どういう方向がいいのかちょっとまた意見をもらいたいな

と思います。 

（ 市 ） ではちょっとお話させていただきます。これまでの民営化ですと、

ほとんどというか１年くらいで大体三者協議というのは収束してい

って、二者協議というふうな形に移行しているところが多いです。

１カ所だけ、少し建てかえ等の問題とかがありまして三者協議がも

う一度、一旦休止という形になってもう一度三者協議というのを開

催して、今はもう開催していないというのがこれまでの経過です。

そこも、もう今まで、これまでのところですと８カ所、民営化させ

ていただいたのですけど、ちょうどこの３月で全て協定期間終了と

いう形になりまして、これからの、その 26 年４月から民営化をさせ

ていただいたところが今後残っていくというふうな形になります。

三者協議の基準の中でも三者いずれかが手を挙げれば三者協議を開

催できるということにしておりますので、５年間は。休止だからと

いって三者協議が開催できないということではございません。また、

その、今、先ほど保護者の方からもありましたけども、いろいろな

案件についてはよく法人さんとお話をされて、決定をしていただい

た案件もこれまで三者協議以外のところであったよというふうにお

聞きしていますので、そこはもう保護者の皆様がそういう形で進め

るのがいいよということであれば特に問題はございませんし、今、

民対委員長からもありましたけれども、市としましても何か保護者

の方が本当に何かお困りになられて少し相談したいということにな

れば、必ず来させていただいたりさせていただきますので、その辺

はご安心していただければなというふうに思います。済みません、

意見として。 

（保護者） という意見で、二者でということでいいですか。もうすぐに声を
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かけたら日は必ずこちらの都合で合わせていただけるということで

すよね。 

（ 市 ） 日程を調整させていただいてという形になると思います。 

（保護者） そんなに日を延ばさず、その案件に関して日をつくっていただけ

るということですね。 

（ 市 ） そうですね、はい。 

（保護者） 小西さんではない。 

（ 市 ） はい、僕ではない次の。 

（保護者） 瀧川さんという次の方がいらっしゃるんですよね。 

（ 市 ） そうです、はい。課長も残っていますので、これまでの経過も 

（ 市 ） 課長も知っていますので。もし、ほかに何かあれば今、メールア

ドレスのほうもお渡しさせていただいた、何かいただきましたらま

たそれは回答させていただきますのでよろしくお願いします。 

（ 市 ） 私は必ず出席をさせていただきますので、またその話が違うよと

いうことであれば確認もさせてもらいますし、同じ役所の中におり

ますのでしっかり確認をさせていただきたいというふうに思います。

その上で、今、保護者会の皆さんからご提案いただいておりますの

で、そこの部分を決定してただければそれに従うように私どもはさ

せていただきたいというふうに思いますのでよろしくお願いします。 

      いかがでしょうか。今のご提案がございましたけれども。 

      提案どおりということでよろしいでしょうか。 

（保護者） はい、二者でということで。 

（ 市 ） はい。では済みません、よろしくお願いいたします。 

      ありがとうございました。 

      それでは最後です。次第ではございませんけれども、新年度を迎

えるに当たりましてお子様の進級に伴うクラスがえについて、まず

お子様が寂しいを思いをされた、また保護者の方にご不安を与えて

しまったことを大変申しわけなく思っておりましておわび申し上げ

たいというふうに思います。ただ、法人さんといたしましても新年

度を迎えるに当たりまして、子どもたちに対する思いからこのたび

の進級に伴うクラスがえになったというふうにお伺いをしておりま

す。したがいまして、その思いを一旦ここで法人の西川園長のほう

からご説明をさせていただいた後にこの案件についてのお話を進め

ていきたいというふうに思いますのでよろしくお願いいたします。 

      ではよろしくお願いします。 

（法 人） 今回は周知の期間が短かったため、園の考えを丁寧にお伝えする
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ことができなかったこと、その上でご不安な思いをさせてしまい申

しわけありませんでした。 

      今回の進級、移行についての園の考えをお話しさせていただきま

す。公立保育所、さまざまある中で、どのような移行をされている

かというところももちろん把握はしております。ただ、今年度見さ

せていただいて、今の年度ですね、４月から始まるお子さんたちの

様子等を見て、次年度は急激な人的環境、人の出入りの変わりと保

育環境の変化を少しでも緩和することができたらいいなと考えて行

いました。 

      卒園式があったのですけれども、卒園式後はどのクラスもです。

ゼロ歳児から４歳児に関しましても１年間でできるようになったこ

とを改めて子どもたちに実感してもらいつつ、進級の喜びや期待が

持てるような保育を行ってきました。ですので、先日の修了の会で

はゼロ歳児の子どもたちはお返事が「はい」とできるようになった

り、２歳児さんのお子さんだったら何、１歳児のお子さんだったら

何、それぞれ１年間子どもたちが自分たちで頑張ったと、大きくな

ったよと思えるようなことをそれぞれ発表をしてもらい、自分たち

も大きくなったのだなということを味わってもらいました。その中

で進級に向けて園としてもお話、子どもたちにさせてもらいました。

新担任の発表もそこでさせてもらい、次は新しい先生と一緒にまた

頑張っていこうねと、元気で明るく毎日保育園に来てねというお話

を職員一同でいろいろな形でお話させてもらいました。 

      その上、子どもがもう自分たちは大きくなったのだなと、次、新

しく進めるのだなという思いを持っていただいた上で、今度新しい

クラスの場所に移行して、移行というのは新しいクラスに一気に職

員を入れかえるのではなくて、今いる旧の職員と一緒に進級するク

ラスで実際に安心して生活してもらい、少しでも環境になじめるよ

うに配慮しながら行います。新の職員、進級後に接する職員とは少

しずつ遊ぶ時間や顔を合わせる時間を増やし、触れ合いながら人的

環境においても少しずつ移行していくことを目的としています。 

      遊びや食事だけの移行、その時間だけ進級するクラスに移動する

という方法もございます。それは３学期の初めからいろいろなクラ

スで行ってはきました。ただ、その実際に新しいクラスで生活する

というのと、その時間だけ子どもがそこにいるというのは大きな違

いがあると考えています。遊びや食事だけの移行だけでは実際に小

さくラス、特に１歳児をお持ちのお母さんだったらわかるかと思う
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のですけど、１歳児のクラスというのは２階にあります。２階にあ

るクラスから１階の次の２歳児クラスまで階段でおりて遊んで、ま

た登ってという繰り返しがあるのです。その年齢によっては移動す

るだけで時間を要してしまって進級クラスでじっくり遊べない。子

どもたちは遊びの達成感もないままその時間を過ごす。またお部屋

に移動して元の場所に戻って給食を食べるということだけで、小さ

い年齢は特にそれで終わってしまいます。そういったこと全て考慮

した上でやはり移行、生活全般を新しいクラスで移行したほうがい

いのではないかなと考えました。 

      恐らく４月１日になると、新入園児さんが多数入ってこられます。

新入園児さんというのは不安から泣かれます。それは当然のことで、

全然当たり前のことだと私たちは考えています。ただ、その泣いて

いる姿を在の子どもたちが見ることによって不安感が少し増すので

はないかなというふうに考えていて、泣かれている中でも、少しで

も慣れた環境で自分のロッカーがわかったり、安心できる場所がど

こなのかとか、好きな自分のおもちゃがどこにあるのかなとか、こ

このお部屋で１日どうやって過ごすのかなとか、やはり流れの目安

は少なからず４月１日にぱっと始まるよりも事前に始めていたほう

が子どもたちの不安を取り除く点では大きな配慮かなと考えていま

す。これは現場、実際に保育をしている職員や、また経験から得た

ことでもあります。ですので、在の子どもたちはそういうふうな思

いで移行を行いました。 

      年長児のクラスに関しましては、卒園式というのは大きな１つの

区切りだと考えています。鮎川保育園では今年１年、これからもで

すけれども、職種にかかわらず全職員で鮎川保育園の子どもたちを

保育するということを常々みんなで話しています。この職種の違い

というのは、保育士であっても給食室のスタッフであっても、全て

看護師であっても全員でやはり子どもたちを保育するということを

話して、とても大切にしています。ですので、年長児に関しまして

は卒園に向けて全職員で子どもたちが鮎川保育園で過ごした日々が

子どもたちの成長につながるようにしてきました。卒園式も手づく

りで送り出してあげたいと職員は頑張っていろいろな手づくりの階

段とか装飾したりだとか、ホールの部屋の前もいろいろ手づくりで

飾っていました。今まで、１年間という短い期間のライオン組の子

どもたちとだったのですけれども、職員にとったらたくさん思い出

の詰まった子どもたちです。ですので、子どもたちに出会えたこと
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をやはり感謝して歌で子どもたちにその気持ちを伝えようといって、

職員、子どもたちの思いをのせた替え歌をつくって年長児の子ども

たちにはプレゼントしたりもしまいた。ですので、担任だけではな

く全職員でライオン組の子どもたちを保育したなというふうな思い

があります。全職員でライオン組の子どもたちと本当に別れを惜し

む声もたくさんあって、茶話会のときに子どもたちが成長したビデ

オ撮影、写真のビデオみたいなものを放送したのです。小さい時の

写真を保護者様に持ってきていただいて、今の姿だったり１年間の

ライオン組の数々の思い出の写真を１つのビデオみたいにして、そ

れを流しました。それを事前に練習としてうまく流れるかなという

ことでホールでみんなで見て実際に流しました。それを見て職員、

本当にいろいろな思い出がよみがえって泣いていました。職員も胸

いっぱいでしたし、子どもたちとお別れという、その区切りに対し

ていろいろな思い出があったことをご理解いただきたいなと思いま

す。 

      子どもたちに関しては、その卒園式というのは練習をいろいろし

ていたのですけれども、すごく寂しいと言ったり、泣くということ

にすごく抵抗感があったようなのです。涙を流すということは全然

恥ずかしいことではなくて、涙は心が寂しいよとか悲しいよと、言

葉で言えないから、かわりに涙がぽろぽろ出てくるのだよと、だか

ら全然恥ずかしいことはないからいいのだよと話をすると、ライオ

ン組の子どもたちみんな、ぽろぽろ涙をこぼして私たちと一緒に練

習をしてきました。子どもたちには卒園はどういうことなのかとい

うことを意味を話しながら卒園式を迎えました。卒園式までは十分

に子どもたちの寂しいなという思いを共感して寄り添ってきました。

ただ、卒園後は寂しいねというだけではなくて、次は卒園したから、

次は小学校にみんな待っている先生がいるよと、友達がいるから大

丈夫よと、次、新しい出発がみんなには待っているから安心して行

っておいでというような小学校への期待を持てる言葉がけを今度は

逆に変化させながら入学への期待と喜びが持てるように子どもたち

の背中を少しずつ押してあげるようなことをしてきました。ですの

で、各それぞれ移行をしたことによって５歳児の今いる子どもたち

のお部屋がちょうど進級の子どもたちと重なるような形になってお

ります。けれども、今のライオン組の子どもたちは自分たちでお部

屋をきれいに掃除して、次来る新しいライオン組の子どもたちが気

持ちよく過ごせるようにとみんなで掃除をしました。子どもたちの
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中では早くおいでというふうな迎え入れる形でお部屋を子どもたち

自身が整えてくれました。最後に、ライオン組の子どもたちの次は

ロッカーとかも移行しましたので、その場所を次はどうしていくか

ということを職員と一緒に考えてやってきました。 

      ライオン組の子どもたちはライオン組のお部屋に持ち物かけを用

意させていただいています。今まではこうやって名前が、それぞれ

個人の名前が貼られています。ただ、卒園が終わりましたので、今

度は名前をあえて貼りませんでした。それはどうしてかというと、

今までは決められた場所に自分の持ち物を置くということで子ども

たちは生活してきましたけれども、次は自分の場所ではなくてここ

に置きますよというところで自由に置くということをしました。自

由に置くということがどういうことがわからないお子さんもいらっ

しゃいますし、置いた場所が実際にわからなくなるお子さんもいる

かと思います。でも、わからなくなるということは全然悪いことで

はありません。子どもたちが迷ったりするのも、決して普通のこと

だと私たちは思っています。ただ、困ったらそのままに、子どもた

ち自身がそのままにするのではなくて、「先生、置く場所に置いたけ

れども、置いた場所がわからなくなってしまったわ」とか、「これ、

どこに置いたらいいの」と友達に聞く。自分から、みずからどうし

たらいいのという発信ができるようにしてもらいたいなと思って名

前はつけていません。困っているお子様に関してはその様子は必ず

担任が見ています。その場で子どもたちが困った場合は様子を見て、

その方法を職員が伝えるようにしています。そこは丁寧に伝えさせ

ていただいています。ですので、荷物置き場はライオン組のお部屋

とキリン組のお友達が一緒になっていますけれども、活動自体は全

く別の活動をしています。ですので、追い出されたような形とかと

いう保育は絶対にしていません。 

（保護者） うそばっかり。ずっとライオンさん外に放り出されているやん。 

（保護者） じゃあ１から聞きます。 

（法 人） まだちょっと言わせていただいていいですか。 

（保護者） もう聞いていることばっかりやん。 

（保護者） それ、私たち全部聞いたから。聞いてこの結果だから。 

（保護者） 子どもたち泣いてるねん。 

（保護者） ちょっと押さえてな、今から言うから。 

      そうしたら、今回の張り出し内容を、内容ですね、あれ、プリン

トされたの。作成された内容を決めたのは誰ですか。教えてくださ
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い。 

（法 人） 張り出した内容に関しては職員。今まで子どもたちが過ごしてき

た日々の保育を現場で聞いています。それが全部主任に伝わってい

ます。どのような子どもの育ちがあるのかと、毎日毎日の積み重ね

の中で保育を行ってきていますので、そういった声を主任が総括し

ています。その上で次どうしたらいいかということを話し合ってい

ますので、私だけが決めたとかということでは。主任のほうからも。 

（保護者） 誰とはっきり教えてほしいのです。西川先生と主任さんで決めら

れて作成されたということですか。 

（法 人） 今、言ったみたいに常日ごろからまずクラスで起こったことは、

クラス内で話をして職員会議という形で全体にあがってクラスで、

今度全体でという形で話はさせていってもらっているので、その中

で決めた形になるのですけれども。 

（保護者） それは白紙の状態で会議を開いて、何人かの先生と話し合って作

成されたということですか。 

      だから私が聞いているのは、この会議をしたときに、張り出しの

内容を、白紙の状態で、真っさらな状態で何人かの先生をチョイス

して会議で意見を出し合ってこの内容でいきましょうと張り出した

のですかと聞いているのです。 

（法 人） そうです。 

（保護者） そうですよね。でもね私、数人の先生からちょっとお聞きしたの

です。これはもう誰の先生とは言いません。今後のことがあるので。

言いません。１人の先生がはっきり言われたのは、白紙の状態でも

なく、でき上がったそれで、これでいきます、意見を言うとかそん

なのでもなく、もうでき上がった状態の会議ですね。何を話し合っ

たかといえば段取り、それに当たってどうしましょうという段取り

しか意見はしていませんというふうに私は伺ったのです。 

（法 人） 一緒に会議をする中には経験豊富な職員もいますし、 

（保護者） 経験豊富な方だと思いますよ、私が聞いたのは。 

（法 人） 経験豊富な職員もいますし、１年目の職員もいます。それぞれ経

験した中のことから今回になりました。経験豊富な者も実際には、

今回初めて山善福祉会鮎川保育園で保育をするという者もやはり中

にはいますので、そういったことを含めるとやはり 

（保護者） いや、同じ保育でしょ。 

（法 人） 同じ保育ですけれども、職員が全く意見を言えないというような

会議もしておりませんし、 
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（保護者） 言えないとかは言われてないですよ。ただ、もうでき上がった状

態でこれでいきますと、この日の段取りだけ話し合いましたとはっ

きりおっしゃいました。 

（法 人） 段取りというのは言葉で言うと、荷物をそこの場所からそこへ移

すというふうに捉えがちですけれども、そういったことの段取りで

はありません。今言った保育のことについての話や保育の方法とか

そういったことを含めて話は主任のほうからきっちりしてもらって

います。 

（保護者） それで、これね、張り出したのは 24 日の確かお迎えのときだった

と思うのです、火曜日。お迎えに来て保護者があれをみんな、ライ

オンさんの、ちょっとややこしいのですけど、現ライオンの保護者、

こういうことになってから現だの新だの使わないといけないのだけ

ど、現ライオンの保護者があの張り出しを見て、みんなそれぞれ心

に何を思ったかというのもあるのですけど、これ、張り出す１週間

前くらいですよね、この会議というかこう作成されて。１週間前と

聞いたのです。これは数人の先生に聞いて、数人の先生全員が大体

これを決めたのは１週間前だと言っているのです。 

（法 人） どういうふうな形で移行していくかということに関しては、ずっ

と話し合ってきたということではないのです。１年間いろいろなこ

とを話してきた上でこういう新たな環境に一気に４月１日からとい

うことが子どもたちにとって不安であったりとか保護者の方にとっ

ても４月１日からいきなり新しい先生に新しい方法でということが

やはり不安につながるのではないかなということがあったので、 

（保護者） でもそれはいつやっても不安にはつながるやん。今やらんでもい

い話やん。今、ライオンさんが置かれている状況よ。きのうだって

どろどろに汚れたコップでお茶を飲んでいるやん。すすぐ場所もな

いからすすいでないやん。どれだけ不衛生な環境やと思う。 

（保護者） 私が聞きたいのは、それを 24 日に張り出すという、１週間前にこ

の話し合いは行われたのですよねというのを聞いているのよ。その

きれいごとはもういいねん。今までのそういうのは。はっきり教え

て。１週間前やんね、大体これをした。その１週間、24 日の前、1

週間の間に１度でも報告、相談、しましたか。 

（法 人） この件に関しましては、先ほどお伝えさせていただいたように周

知が短かったことは大変申しわけなく思っています。 

（保護者） 最初に言ったやん。約束したやん。ちゃんと言ったやん。変えな

いでねって。 
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（保護者） 協定期間中だから今までと全く違うことをするのならば、やはり 

（保護者） そのまま引き継ぎますよ、そのまましますよと言ってくださった

じゃないですか。 

（保護者） 言わないとだめでしょ。 

（保護者） 市の方にも質問をちゃんと言ったし。 

（保護者） 何が一番だめだと言ったら、私とＳさんが 24 日のその張り出しを

見たお迎えのときに、異議申し立てているのです。これはいけませ

んと。のめませんと。意見しています、ちゃんと。 

（保護者） だって混乱で、不安で始まって、いろいろな思い出づくりを担任

の先生が一生懸命頑張ってしてきてくれた１年を無駄にしたのです

よ、そのことによって。子どもたちはまた不安に追いやられて、隅

に追いやられて。 

（保護者） あと、私たちだけではなくて、私、もうウォールポケットがもう

取られているもので、そのアンケートをとるにもウォールポケット

がもうないのです。 

（保護者） もうないねん。全部荷物、ライオンさんの置くところがない。 

（保護者） ライオンさんの掲示板もキリンさんの掲示板に変わっていて、ラ

イオン保護者の掲示板というものが存在しません。 

（保護者） そういうふうに前年度から引き継ぐ感じで部屋を交代するところ

もあるのですが、そういう保育所というのはちゃんとライオンさん

が入れるお部屋があってするのです。でも、ここはライオンさん全

員が何か保育を受けられるような環境のお部屋がないのです。ひよ

こさんもペンギンさんがちょっとお部屋を広げたものでひよこさん

に入るといっても手ぜま過ぎては入れない状況なのです。それでラ

イオンさんはどこにいるのといったら、ほぼ外なのです。 

（保護者） それでもう１つ、私とそのＳさんの異議申し立てに、わかりまし

た、お母さんの気持ちはわかりましたと言いながら、25 日翌日のお

迎えのときにはもう決行されていますよね。説明もなく。 

      それでもう１つ。現サイオンの役員さんからの苦情に対しても返

答していませんよね。 

（保護者） みんな連絡帳に書いている人もいて、 

（保護者） 何人か書いています。 

（保護者） 一応、今回は無記名でと 

（保護者） 私はもう匿名で全部受け付けて今回代表で言いますと。私も言い

たいし。本当は来たいと言っているのです。でも仕事、まさかこん

なことが起きるとは思っていないから、三者協議に出るというふう
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にしてなかったから仕事に行っているのです。結果はどうしても教

えてくれと、きょうの。だから、私は何が一番問題なのかといった

ら、現ライオンの役員からの苦情に対しての返答を一切されていな

いですよね。お迎えのときも朝も目が合っている、顔を合わせてい

てもスルーしていますよね。 

（法 人） いえ、お話させていただきました。苦情ではないですね。ノート

に書いていただいたときにお会いできなかったので、その翌日にお

母様と一緒にお話させていただきました。 

（保護者） 翌日っていつですか。何日ですか。 

（法 人） 書いていかれたので、おとといにお母様からご意見をいただいた

ので、それに対するお話はきのう、昨日させていただきました。 

（保護者） おとといにもらって昨日。 

（法 人） はい。 

（保護者） 多分私のメールと入れ違いになっているのだと思うのです。でも

その時点では、今までだったらすぐに目が合った時点で相談とかそ

ういうのを言いに来ていたのに、今回はスルーだったでしょう。 

（法 人） いえ、スルーではありません。お会いできなかったのです。 

（保護者） 私と姉も、その 24 日の異議申し立てをして帰って次の日の 25 日

に来たらやはり強行されているわというのでね。私たちが来ている

のを見てぱっと引っ込んで隠れましたよね。 

（保護者） 目が合いましたよね。 

（保護者） 出てこなかったでしょ。私ら知らんふりしているけど。 

（法 人） 私ですか。 

（保護者） はい、あなたです。 

（法 人） いえ、そんなことはありません。 

（保護者） あっそう。本当。へえ。 

      都合の悪いことは、今回のことでわかったのは、親から絶対反対

されるだろうなとわかっているからこそ、あなた報告も何もしない

で勝手にしたのやわ。 

      今までだったら賛成してもらえることばかりやったね。サッカー

大会、収穫祭、 

（保護者） 遊具のことも。 

（保護者） そうそう、遊具のこととか。反対されるだろうというのをわかっ

ているから今回しなかったんや。それとも何、私たちはもうあと数

日でバイバイやからどれだけぎゃんぎゃん騒いでも、あと数日我慢

したら済むわという腹がすごく見えるのよ。 
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（法 人） 数日とかそういうことではなくて、 

（保護者） あのね、１年間見させていただいて保護者への相談とか報告がな

いというのは、看護師さんが不在のときがあったりとか、あと、け

がをされたりしたお子さんも、やはり歯を根元から折られたお子さ

んもいらっしゃったではないですか、そういうことに関してもなの

だけど、挙げたら切りがないけど、タケノコ掘りに看護師さんがつ

いて行かなかったりとか、そういうの挙げたら切りがないのだけど、

全部保護者に対しての報告もないし、やろうとすることに対しての

相談もないので、それはちょっと、ずっと言い続けてきた側からし

たらこれからの子どもたちとか保護者の人のことを考えたら、お願

いだからずっと言ってきたことなのだから、ちゃんとしてほしいな

というのがあるのです。 

（保護者） 何人かからの、私、メールでやりとりをしている人、匿名ですよ、

もちろん、の意見です、 

      １つ。今までの保育が基準で保育料を払っているのに、仮でつく

られた場所で保育をされていることへの不満を感じる。 

      もう１つ。事前に協定期間中なので今までと違うことをするなら

ば事前に保護者への相談やアンケートをいろいろな形でできたはず。

１週間もありましたよね、張り出すまで。そして卒園式はもう終わ

っています。 

      もう１つ。今一番デリケートな子どもたちに配慮が足りない。現

ライオンさんのことです、それは。 

      もう１つ。前年度の１月から３月までの様子を先生たち、引き継

ぎの先生は見ていたはずですよねと。だから、西川先生がおっしゃ

るどの部分に混乱を感じてこんな引き継ぎの引っ越しを早めたのか

という疑問があるということ。１つね、それ。 

      もう１つ。何のために設けられた協力依頼日なのですか。 

（法 人） 協力依頼日の日はホールの準備をしたりするためです。今回させ

ていただいたのは、準備をするためではなくて子どもたちがより人

的環境とそういう子どもたちにとって必要だからさせていただいた

のです。 

（保護者） 違う違う違う。私たち、現ライオン保護者が言っているのは、そ

れはこれから先、通うキリンさんから下はそれでいいかもしれない。

でも今までそういう形で行ってきていないし、やめてくれと言った

でしょ。シール１つ剥がされただけですごくショックを受けている

子どもは何人もいる。 
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（保護者） ずっと赤ちゃんのころから使っているマークだから。 

（保護者） 西川先生が言っているのは、キリンから下の子の配慮ばかりやね

ん。そうではないでしょと。 

（法 人） ライオン組の子どもたちのそういった部分に関しては、保育をす

る中でＹがしています。 

（保護者） じゃあ１つ、ちょっと待って。ちょっと長いメールなのだけど読

ませてもらいます。子どもの様子ですね。 

      きのう、子どもに保育園のことやロッカーがなくなってどう思う

かを聞くと、お部屋やロッカーを譲ることは自分たちは卒園する者

だから仕方がないと思っているみたいですが、もうすぐ保育園で遊

べなくなることが嫌だと突然泣き出しました。卒園は年長さんが通

る道なので仕方のないことですが、部屋がなくなる、自分が使って

いた場所をほかの子が使うのを見る、今一番デリケートな子どもた

ちに間接的にプレッシャーを与えるのはやめてほしかった。親とし

てその姿を見ていて胸が締めつけられたと。 

（保護者） ほかの保護者さんは、今のライオンさんの 

（保護者） いますよね。 

（保護者） 私、ライオンではないですけど不思議に思ったのです。まず、私

もお迎えが遅いので１日や２日の張り紙で気づかないことがあるの

で、水筒の小さなことにしても、あっ貼り出されてたんて、そのと

きのお迎えの人に、「みんな明日忘れたらあかんよ」「急に貼り出

されたけど遠足だから楽しいね」と、連絡が遅いなというのはわか

ったのですけど、今回の移動は親から見ていても、違う学年の人か

ら見ていてもちょっと不思議でならなかったのですね。来たときに、

「もう荷物、移動しているよ」と言われて、「そうなん。じゃあラ

イオンさんは何をしているの」 

（保護者） そう、まずそう思いますよね。 

（保護者） ホールにいると、「え、ホール」と。キリンの親からも４月１日

の移動が不安というのはわかりますけど、さっき先生が疎外感と言

われたのも大切にと言われてますけど、疎外感の何物でもないです

よね。ライオンさんが今味わっているのは。キリンからしても、荷

物を持ってくるとごちゃごちゃしてと言ったら悪いですけど、申し

わけないけど子どももあれだし親も急に来てここに何を置くとまず

聞いていないのに、「ああ、じゃあ荷物を置いて行こうか」みない

な感じになっているし、ライオンさんのことを思って。 

（保護者） １年後にこれを多分31日まで預ける身になったら、外に出されて、
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そうなのですよ。どんどん人数も減っていき、だと思うのです、私

は。見ていないけど。共働きでフルではなかったらだんだん人数も

減ってくるだろうし、入学に備えてという人もいれば 31 日まで預け

る人を思ったら、だんだんだんだん最後１人になったときにロッカ

ーもない、外に出されてと考えたときに下のクラスとしての意見だ

からちょっとあれなのですけど、それでいいのかなとかと思ってい

たのです。だから今回、私、今、座ったところなので何の議題を話

しているかがまず読み取れなかったのですけど、多分そういうこと

だろうと思ったし、ライオンさんが急に移動して 

（保護者） 居場所がないということですけど。 

（保護者） ご飯も別々なのですよ。 

（保護者） 最後だから、小学校は別れるから一緒に食べたいじゃないですか。 

（保護者） 給食について、現ライオンさんは 

（保護者） 私もキリンなので、上もいないので、もともとどうだったか。卒

園までの、卒園式から卒園まで。 

（保護者） もともとはライオンさんはライオンさんの部屋で過ごしました。

協力依頼日があるのでそのときに全部移動します。４月１日に入園

します。進級式をします。自分たちのお部屋、新しいお部屋ですよ

といって、ここに荷物をこうして、お母さんと子どもと帰るという

感じです。 

（保護者） 今年は、流れが３月 24 日火曜日のお迎えのときに貼り出しがあり

ました。それに対して私とＳさんが苦情を入れています。それはや

めてくださいと。でも、もうその時点でシールは剥がされていまし

た、既に。 

（保護者） ロッカーとか 

（保護者） そうですね。剥がれていましたね。25 日のお迎えのときに次のラ

イオンさんの、今のキリンさん、キリンさんの荷物が置かれていま

した、もう。ロッカーとかに。シールもキリンさんのものが貼られ

ていました。それで、現ライオンさんの荷物がどこに行ったのかと

いうと壁です。ベスト掛け、上着掛けになっているところにリュッ

クとか全部が置かれている状態なのです。それで、あそこのときは

まだシールがあったのかな、そのベストのところは。次の日、お迎

えのとき、ベスト、上着、リュックの全てをさらに移動させられて、

移動式の物かけがあるじゃないですか、タオルをかけたり、冬だっ

たら上着をかけたりというものに、全部向かい側に。 

（保護者） ライオンさんの部屋の。 
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（保護者） その物をかけるところが１つだけ設けられているのです。移動式

の物かけ。でも、どんどんもう追いやられている感じ。そういう感

じなのです。 

（保護者） 食べるのも、みんなバラバラ。 

（保護者） そう、今からそれを聞きますね。 

      それで、給食について 26 日、27 日、現ライオンさんはどのような

形でどこで食べましたか。 

（法 人） はい、ではＹのほうから話をさせていただきます。 

（法 人） 子どもたちと食べる子と、担任と、あと園長先生とか看護師のＫ

とかと、先生たちと食べるグループと、というグループでわかれて

食べていました。 

（保護者） それはなぜですか。 

（法 人） 子どもたち、遊びの中でかかわる部分と、あと給食とかその違う

時間のときにほかの子どもたちとの合同で保育はしていないので、

そういう給食の時間にちょっと違う先生ともかかわったりというの

で、グループに別れて食事のほうをしています。 

（保護者） それはよかれと思ってそうしたということですか。 

（法 人） ２日間はしています。 

（保護者） 思い出づくりのためにということですか。 

（法 人） はい。 

（保護者） でも、保護者から見るとただ単にライオンさんがみんなそろって

先生と食べる部屋がないだけやんとしか思わないですよね。 

      うちの子の意見です、これは。うちの子の意見。あと 30 日の１日

で終わりじゃないですか、最後の給食はライオンさんみんなと先生

と食べたいと言っているのです。それは多分ほかの子も同じ思いだ

と思うのですけども、どう対応されますか。部屋はないですけど。

決めていますか、ちゃんと段取りを。 

（法 人） はい。 

（保護者） どうされますか。 

（法 人） お部屋を一緒に使っているので、でもクラスごとで食べる時間も

小さいクラスからばらばらなので、時間をちょっとずらしたりとい

う形で。 

（保護者） ずらしてライオンさんはライオンさんだけで、ちゃんと先生と最

後は食べる形をとるということですよね。 

（法 人） はい。 

（保護者） Ｙ先生にさっきも聞いたのですけど、お茶を飲んだ後にコップを
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洗いますよね、子どもたち。それはなぜですか。 

（保護者） お茶を飲んだ跡がそのまま残っていたりということで、衛生的 

（保護者） それは飲み残しから菌が発生するということですか。 

（法 人） 衛生的によくないということで。 

（保護者） 唾液が混じっているし。 

（保護者） 一応その衛生面でしているということですね。 

（法 人） はい。 

（保護者） でも今は洗わせてもらっていないですけど。それはなぜですか。 

（保護者） きのうもそうですけど、コップを見たらやはり髪の毛とかごみと

かついているし、中を見たらお茶は残っているし、「どうしたん」

と言ったら「洗わせてもらえない」ということがあったので、子ど

も、衛生的によくないと思うので。 

（保護者） 今はなぜさせないのでしょう。 

（保護者） お部屋がないから洗う場所がないからでは。 

（法 人） お茶は必ずライオンのお部屋に入って飲んでいるので、飲んだ後

はそれぞれ自分たちでお茶を水道で洗いに行くので、一緒にキリン

組とライオン組が一緒に入ってお茶休憩という形ではないので。 

（保護者） 子どもの口から洗わせてもらえないということを聞いたのですけ

ど。 

（保護者） 私の子に聞いたのは、「何か知らんけど今は洗わへんねん。そう

いう決まりやねん。」と言ったのです。だから私もその場にいない

から、わからないから、子どもの言うことだし。 

（保護者） でもライオンさんはある程度話せるからある程度は言えると 

（保護者） だから、もうお茶を飲んで洗う間もなく、はい、すぐ外に遊びに

いきますという流れだから、もう洗う間もないのか何なのか、ちょ

っとわからないのだけど、でも洗っていないのは事実です。 

      それで、このライオンさんの部屋がない状況の 26 日から 30 日の

最終、もし天候が悪かった場合、雨だったり急に気温が下がったり

という場合、ライオンさんは外にいれないですよね。今は外に出し

てたらいいわとなっているかもしれないけど、天気がいいから。そ

の場合はどうしたのですか。それも決めていますよね、ちゃんと。 

（法 人） もちろん決めています。ホールで保育を 

（保護者） ずっとホール。 

（保護者） 布団を敷いてお昼寝 

（保護者） 入れ替わって出て行ってと。だからずっとホールなのでしょと。 

（法 人） ホールの部屋もあいていますし、ゼロ歳児のお部屋もあいていま
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すし、 

（保護者） ゼロ歳児の部屋に行って、ゼロ歳児の子のおもちゃで遊ぶの。 

（法 人） いえ、おもちゃで遊ぶのではなくて静かにいろいろなことをでき

る環境は整えていますので、 

（保護者） 何で静かにせなあかんの。 

（法 人） お絵かきをしたり子どもたちのやりたい活動を選ばせてあげてや

りたいなと思っています。 

（保護者） その活動ができるスペースはひよこ組さんにありますか。 

（法 人） 机のスペースもありますので。 

（保護者） そうですか。 

（法 人） はい。 

（保護者） 一応見には行っているのですけど、かなり狭くなっていますよね。

あそこで体の大きいライオンさんが 

（法 人） いいですか。これ最後、年度末を締めくくる本当に一番最後の三

者協議を迎えまして、まずは今のご意見に関して園長からのお話も、

またお母さん方の話も踏まえまして、ちょっとお話を、その分につ

いてさせていただきたいと思いますけども、今までの民営化の引き

継ぎ、公立保育所の引き継ぎの部分の本当、最後の最後にこういう

ことになってしまって、まずは本当にまことに申しわけございませ

ん。最後の最後に言いたくもないことまで言わせてしまいまして、

これは一重に、もう少し苦情の申し出があったときにちょっと対応

の仕方を考えていたら、今のことも未然に防げたのかなと思うこと

と、確かに民間ではこうしています、ああしていますとかというこ

とを言っても、それはそれとしまして、鮎川のほうでは今までの流

れがあって、それを保護者のお母さん方、また子どもたちも踏まえ

てそういう流れで来ている、それが変わることに対して当然、事前

の周知と、それで、それを子どもたちにしっかり納得させて、また、

周知をする中で疑問に思うことがあったら今のようなことについて

しっかり詰めておく、詰めた上で理解を得てすべきであったという

ことは、今のお話を聞いてもまさしく最後の最後のところで本当に

申しわけなかったと思います。ですから、以後、そのことにつきま

しては、従前どおりの形の中で、多少変わることについては今のこ

とも踏まえてしっかり打ち合わせを保護者の方と、また子どもたち

として、新年度の準備の仕方ということについては次年度、肝に据

えて考えさせていただきたいと思います。 

      あと、ライオン組さん、本当に、きょう土曜日で、あと月曜、も
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う１日しかありませんので、だから最後は立つ鳥跡を濁さずで、私

たちも気持ちよく送り出してやりたいので、ですからお母さん方の

意も当然十二分にわかっていますし、これは保育者もそのことに関

しては一緒の気持ちです。ですからあと環境の準備については、で

きる限り今のライオンさんのところを利用して、ちょっと工夫をさ

せていただいて、最後のみんなでそろえるような形のものを考えて

いきたいと思いますので、言いたくもないことまで言わせて本当に

申しわけございません。このことは、決してもう卒園するから終わ

りだとかということではなしに、実際、私ども１年間、僕も卒園式

に出たかったのです、実際は。でもちょうど自園の卒園式があった

ので、子どもたちのメッセージを考えているとき、また子どもたち

との思いで、そして一人一人の顔が浮かんだり行事をする姿が浮か

んできました。保護者の方々につきましては、本当に卒園式のとき

のあの文面、僕もこの鮎川保育園で学ばせていただくことがいっぱ

いありました。自分のところとは違う環境の中で、でもめぐり会う

子どもたちはどこに行っても一緒です。親御さんの思う気持ち、こ

れも一緒でございます。そんな中で工夫するところはして、できる

ことはできるのだなということを行事を通じてもいろいろな場面場

面で勉強をさせていただきまして、これを本当に今後の保育に生か

せていけたらなという思いは今でも変わっておりません。また、今

回のアンケート調査についても、アンケートの本当に、西川のほう

から、こういう以前に３月のときに、民営化移行調査及び事業評価

でよい点、悪い点、改善したい点、改善できることからしたら、と

いうことで、では順番を決めましょうということで、それも実際的

にはこれをもとにさせていただいて、その中で今、給食とかと言っ

ていることなんかも、これはもう全園にまつわる私どものことなの

で、ですからそういうことのできる部分全園がかかわることと鮎川

だけでできることと、いろいろそういうところもありますので、そ

れは真摯に受けとめて、決して今までのこの１年間を無駄にするこ

となく、次年度、またよりよき鮎川保育園をつくっていきたいと思

っています。また、この鮎川保育園で教えられたこともいっぱいあ

りますので、それをうちのほかの園にも応用できる部分はさせてい

ただけたらなということで、僕も非常にお母さん方、子どもたちに

めぐり会えてよかったなというふうに心から思っているのです。で

すから、今まで十二分にわかりましたので、以後、 

（保護者） いやいや、話が違う。 
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（保護者） 違う。 

（保護者） 違う、私と保護者が何をこんなに怒っているのかといったら、苦

情を入れたときに対応しなかったこと。内容が悪いとか言っている

のではない。それは、そういうやり方もあるかもしれない。それは

わかっています。でもその中に現ライオンさんへの配慮が全くない

ということを、言ったときに何で逃げたと。 

（法 人） 私、あのときお母さんとお話をさせていただいて、お母さんが一

番初めにおっしゃったのは、担任との思い出をきちんと３月 30 日ま

で 

（保護者） いやいや、私、言ったよ。シールを剥がされているというのはす

ごく子どもにとってショックや。ロッカーがなくなるのはかわいそ

うだということも言ったやん。 

（法 人） ３月 30 日まで思い出づくりをまずしてあげてほしいと。今までお

母さんからいろいろなことを頑張ってしてきているのも十分わかる

と。だからこそわかっていると。だからこそ最後に思い出をきちん

とつくってあげてほしいと。私、だからそのときもお話をさせてい

ただいたと思うのですけれども、担任との思いでというのは本当に

30 日までやってあげたいなと思いました。今、こうやってお母さん

のほうからご意見をいただいています。けれどもことし１年間を振

り返ってお母さん方２人に助けられたことがたくさんあるのです。

それはそのときもお話させていただきましたけれども、民営化が始

まっていろいろな、私が至らなかったばかりに保護者の皆様に不安

を与えたこともたくさんありました。けれども、どんなときでもお

母さん方２人が大丈夫やでって、頑張りやって。卒園式の前の月で

も卒園式の茶話会がうまくいくかなとお話に来られたときにも、先

生ありがとうと。引継期間の間に先生たちにつらい思いをさせてご

めんねと。でもやってもらってよかったなと。信頼しているわと。 

（保護者） それは本当に、あの１枚の貼り出しで全部がたんとなくなってし

まったのよ。一瞬で気持ちが。何やったんって。すごく寂しいです

よ。 

（法 人） 私、そのとき、本当にお母さんたちが担任を信頼してくれている

のも十分毎日の帳面で読み取れました。担任がこんなに保護者様に

信頼していただいて１年間終えることができたということに私もす

ごくうれしかったですし、何よりもこのＹとＮが喜んでいました。

だからやはりもう一回プログラムはきちんと考えていました。30 日

までのプログラムは担任との思い出のプログラムは考えていました。
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それが丁寧に伝わらなかった私の言葉が不足していました。けれど

もそのお母さんが一番に担任との思い出がなくなってしまうと言っ

た言葉がもうすごく心に残って、そんな思いで子どもたちを卒園さ

せたら、今もし思っているのだったら絶対あかんなと。だからこの

間の保育というのはどうしていくか、どうやって子どもたちの思い

出をつくっていくということを 

（保護者） いや、だから先生さ、その長い保育の経験でそうやって言うのか

もしれないけど、実際問題、子どもというのは保育園で先生に見せ

る顔と親に本当の寂しさを見せる顔というのがあるわけであって、

思い出をつくるってそれはすごくすばらしいことだと思うわ。でも

ね、やっていることが違うでしょと私たち言ったやん。 

（保護者） 私自身は少しは反対はお伝えもしたのですけど、反対は特にはな

いです。来年度に向けてのこともすごくわかるし、ライオンの子た

ちはこれから自分たちが生活するのに自分が危険がないように過ご

す能力も必要だし、適応していく能力も必要だし、それはもうあの

子たちは持っているのだろうなと思うので、ただ、先ほどずっと言

われている、入るときには必ず、それはやはり園側でもう少し丁寧

に対応してもらいたかったなというのはやはりそれはあって、理事

長さんからそうやって謝罪をもらってまた次につながっていくとは

思うのですけど、でも、そうやって段取りといいますかやはりそう

いう信頼の中で、そういう約束の中でずっといっているので、今、

そしてこう話をしていても交わらないのは、やはりライオンのお家

の方が思った思いを、申しわけないですけど園側として受け入れら

れていないと思います。最善の方法をとったのはすごくわかるので

す。一番いろいろなことを思って一番いい方法をきっととってくだ

さったと思うし、私はまだ先生方にも、もちろん園にもすごく信頼

をしているし、それはかわらないけれども、でも、最善の方法をと

っても保護者がそれは違うのではないかと、それはどうなのという

意見が出たときに、そこにどう向き合うのかというのが一番大事だ

と思うし、そのお家の方が言ったときに戻れなかったわけではない、

貼り出して、「先生、それはやめてほしい」と言ったときに、まだ

引っ越ししていない時点にもらった意見に対して先生は対応してく

れなかったと。やはりそれはどうだったのかなと、もう一回考えて

もらいたいなと思うのです。どの答えが一番正しいというのはきっ

とどの点も、それはわかっているとおっしゃっていて、デメリット、

メリットはわかっていると。そうではないところにすごく言われて
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いるのだろうなと。 

      それで、園長先生も今までの卒園に向けてのことをすごく言って、

それはもうみんなわかっているのです。ライオンの親は卒園式に出

て、すごく園の思いというのはすごく感じたし、それは先生の口か

らそんなに言ってもらわなくてもみんな先生方には感謝しています。

でもやはり、最後この形になったのは、親が思った意見に対してど

う対応していくのかというのは少し配慮が足りなかったのではない

かなと、申しわけないけど思うのと、あとやはり、１週間という期

間でどこまで考えていたのかなと私は思ったのと、区切りと先生は

おっしゃって、私はちょっと、言葉尻かもしれないですけど、先生

の中での卒園式は区切りかもしれないけど、何となくそこでやはり

ちょっと、そこの日まですごく先生がたの思いが、いろいろな職員

の思いが卒園式に向かって、何となくすごく切れた感が 

（保護者） そうそうそう。線を引かれた感じね。 

（保護者） すごいその言葉だけだし、そんな保育園だとは私は今も思ってい

ないし、これからも安心して任せたいとは思っています。でも、や

はり 30 日までどんな形で保育を保障していくのかというのは、全職

員が同じ気持ちなのかというように思います。その園長先生の思い

と、ほかのライオンではない先生方の思い、引っ越しをしていく先

生方の思い、それは何かちょっとずれているのではないかなという

ふうにも思ったので、いろいろな経験の先生方一緒にこの保育園を

運営していくに当たっては何か先生方でも検討したり、課題とかち

ょっとこのことで持ってもらいたいなと思います。 

（法 人） 貴重な意見をいただきましてありがとうございます。私もちょっ

と熱くなりました。済みません。熱くなりました。 

      この件だけに関することなく、二者協議も始まりますし、それ以

外にも保護者様のご意見をお伺いしながら園としてもやはりやって

いきたいなという思いはお母さん方にお話させていただいて、より

よい保育園にしていきたいなと思っていますので、今後とも職員一

同どうぞよろしくお願いいたします。 

（保護者） 私、帰り際にちょっと１つだけ気になっていることがあるから言

うのですが、この中で赤ちゃん組のお母さんはいらっしゃいますか。

いますか。 

      私、今まで上に行くときに何の違和感も感じたことがなかったの

だけど、26 日木曜日かな、木曜日のときにちょっとお迎えを早目に

来たのです。ちょっと見たいなと思って、ライオンの状況を。３時
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過ぎに来てぱっと見て、そして上に行って何か違和感を感じたんで

す。そのときに何なのか気づかなくて部屋を見させてもらいまして、

そしてそのときちょうど赤ちゃんがおやつを食べていたのですけど、

食べているねとしゃべっていて、帰るときに気づいたのです。降り

るときに。あれと。「ここの柵はいつも開いていたかな」と。「い

や、閉まっている」と。「そうやんな、今まで開いているの見たこ

とないわ」と。あれは時間帯的にホールでお昼寝をしていた子たち

がおりる時間帯だから先生が一回開けて、それでおりていって閉め

忘れたのかなというのが１つと、おりていたのです、そのとき。も

うひとりで着がえていたから。だから全開にして閉め忘れていたの

かなというのが１つと、それとおやつを上に運ぶじゃないですか、

赤ちゃんが食べるのを。そのときの閉め忘れなのかなとも考えたけ

ど、おやつを今まで運んでいる様子を見たけど、片手で柵を開けて、

だから自分一人分しか開けないので、全開にまでして閉め忘れはな

いだろうというのがあって、それでＹ先生に、帰りに「今の時間は

上はいつも開いていいるの」と聞いたら、「いえ、絶対ちゃんと閉

めています」と言いましたよね。それで閉めに行ってくれましたよ

ね。そのときは確認されましたか。なぜ開いていたのかという。全

開だったじゃないですか。あれは本当に私がしたのではないから。 

（法 人） 前回は、やはりお昼寝 

（保護者） の後ですか。 

（法 人） 後です。 

（保護者） で、閉め忘れですよね、だから。今１年ですね、先生たちの気が

抜けていっているということです。それを伝えたくて。赤ちゃんが

いる人、気をつけてくださいという。 

（法 人） その件に関しましては、開いていたことに関しては本当に申しわ

けありません。すぐにもう一度張り出し等、職員一同周知しました

ので、その件に関しては本当に申しわけありません。不安を与える

ようなことをしました。済みません。 

（保護者） 以上です。 

（保護者） 明日は結局ライオンさんは教室で過ごせたりするのですか。 

（法 人） 過ごせます。 

（保護者） 私はキリンなのですけど、何かキリン的には 

（保護者） 申しわけない感がある。 

（保護者） 私だけの意見としたら、ただ引っ越ししただけだし、でもライオ

ンさんは６年間、小さい子だったら赤ちゃんから。 
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（保護者） そうですね。 

（保護者） ずっといて、もちろん先生との思い出づくりとかいっぱいそれも

大事だと思うけど、その１年間過ごした所でシールがなくなってし

まっているかもしれないけど、ここで何かいつもどおりにされる時

間もやはり、私はキリンなのであれなのですけど、何かつくってい

っぱい何かこう 

（法 人） 最後のお母さん方、今のご意見もいただいた上で今考えているプ

ログラムにプラスどういった形でするかというのは、話をみんなで

します。ありがとうございます。 

（保護者） 先生あと、ちょっと早目に新担任にするじゃないですか。あれも

気持ちはすごくわかるのですけど、やはり 31 日というか 31 はない

ですね、ここ。30 日という最後の日まで、もちろん引き継ぎはいろ

いろな形でしていただかなければいけないけれども、やはりその年

度をきちんと担任で見てもらいたいです。丁寧な引き継ぎはしても

らいたいけれども、やはりうちがライオンだったら、Ｙ先生とＮ先

生とＭ先生がもう次はウサギだからウサギにとかではなくて、やは

り最後の日まできちんと保育をしながら、また保育士間では、きち

んとした引き継ぎ、もちろんされているのはわかるのですけど、あ

の文書だけを見ると、今、自分の子どもは何組なのかなと、うちの

子、下の子はすっかり上になってしまっているので、頭は。なので、

何かすごくさっき言っていた新・旧という言葉が混同してしまった

といおっしゃっていたのは、やはり私にもあるのはあるのです。な

ので、それこそ節目の日まできちんと責任を持って担任に見てもら

いたいなと思います。 

      済みません、以上です。 

（ 市 ） ありがとうございました。 

      今、保護者の方の思いもお伺いさせていただきましたし、いろい

ろなご提案やご意見もいただきました。30 日のプログラムについて

はもう一度再考していただいてご配慮していたくようにお願いした

いのと、それから今回出ましたさまざまなご意見、思いを、来年度

以降に十分に生かしていただけるようにお願いをさせていただきま

して、本日の三者協議会を終了させていただきたいと思いますがよ

ろしいでしょうか。 

      それでは、本日の三者協議をこれにて終了させていただきます。

長時間にわたりましてありがとうございました。 

―了― 


